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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、平成26年10月、当社並びに連結子会社における過年度の決算処理について点検を行った際に、誤謬による不

適切な会計処理があることが判明しました。

　誤謬による不適切な会計処理の内容は、１）繰越欠損金にかかる繰延税金資産の計上における会計基準の適用の誤

り、２）連結子会社への貸付金に対する未収利息の計上と貸倒引当金の計上に関する誤り、３）持分法適用関連会社に

よる子会社の吸収合併に関する会計処理の誤りであり、これらについて決算訂正を行うことといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成26年５月15日に提出いたしました第15期第２四半期（自　平成26年１月１日　

至　平成26年３月31日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、清和監査法人により四半期レビューを受けており、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので併せて修正後のXBRL

形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）経営成績の分析

(2）財政状態の分析

第４　経理の状況

２　監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期

第２四半期連結
累計期間

第15期
第２四半期連結

累計期間
第14期

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成25年
３月31日

自平成25年
10月１日

至平成26年
３月31日

自平成24年
10月１日

至平成25年
９月30日

売上高 （千円） 2,979,375 2,829,251 6,298,393

経常損失（△） （千円） △26,022 △507,013 △540,569

四半期（当期）純損失（△） （千円） △70,803 △1,071,094 △1,663,571

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 51,869 △1,002,082 △1,501,702

純資産額 （千円） 2,655,981 386,692 1,402,496

総資産額 （千円） 7,294,419 4,839,560 5,702,413

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △6.66 △87.59 △146.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.4 8.0 24.6

営業活動による

キャッシュ・フロー

 

（千円）
△147,887 △361,634 △485,129

投資活動による

キャッシュ・フロー

 

（千円）
△212,560 504,536 △290,297

財務活動による

キャッシュ・フロー

 

（千円）
347,606 △164,670 386,873

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 663,322 258,472 278,049

　

回次
第14期

第２四半期連結
会計期間

第15期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成25年
１月１日

至平成25年
３月31日

自平成26年
１月１日

至平成26年
３月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △8.33 △31.74

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

４．第14期における当期純損失の大幅な増加は、持分法による投資損失、投資有価証券評価損、貸倒引当金繰入

額及び法人税等調整額の計上等によるものです。

EDINET提出書類

マルマン株式会社(E02476)

訂正四半期報告書

 3/23



２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、当社は、平成26年３月11日付けで、当社の持分法適用関連会社である株式会社マルマンコリアの株式を譲渡

しました。これにより、株式会社マルマンコリアは、当社の持分法適用関連会社から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況等に関する事項のうち、投資家の判断

上、重要と考えられる事項には、以下のようなものがあります。

　なお、文中の将来の事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社が判断したものであります。

　（１）継続企業の前提に関する重要事象等　

　当社グループは、前連結会計年度において、営業損失及び経常損失を計上し、当期純損失については２期連続とな

りました。また、当第２四半期連結累計期間において業績の回復に努めたものの、営業損失、経常損失及び四半期純

損失を計上しております。このような状況により、継続企業の前提に関する重要な事象等が存在しておりますが、以

下の経営戦略及び改善策を実行することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断して

おります。　

①販売の回復と拡大

　・利益率の高い商品開発（基礎研究の充実、ライフサイクル損益管理、開発リードタイムの短縮）

　・新規取扱商品の拡大と充実した営業力及び販売ルートを背景とした積極的な市場導入

　・市場動向に合わせた開発・製造体制の確立

　・北米市場への再進出及び海外未取引地域の開拓

　・健康食品等のネット販売の拡大　

　・ブランディング活動の促進等マーケティングの強化　

②コスト削減

　・内製化率の向上と製造原価及び物流経費の削減

　・開発及び生産リードタイムの短縮と在庫削減

　・人件費その他固定費の削減

③資金調達

　・第三者割当等の資本の増強の検討

　・関係会社株式等、一部資産の売却の検討

　・取引先金融機関との良好な関係の維持　  

　

２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成26年３月11日開催の取締役会において、株式会社コスモ化学に、持分法適用関連会社である株式会社

マルマンコリアの株式を譲渡することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結しました。　

　その主な内容は、次の通りであります。

(1) 譲渡する持分法適用関連会社

　　①名称　　株式会社マルマンコリア

　　②所在地　大韓民国ソウル市

　　③代表者　Seok Keun Kim

　　④主な事業内容　ゴルフ関連用品の卸売業

(2) 譲渡先

　　株式会社コスモ化学（所在地：大韓民国ソウル市）

(3) 譲渡株式数、譲渡価格及び譲渡前後の所有株式の状況

　　①譲渡前の所有株式数　2,452,748株（所有割合：40.0％）

　　②譲渡株式数　　　　　1,839,561株（譲渡価格：4,322百万韓国ウォン）

　　③譲渡後の所有株式数　　613,187株（所有割合：10％）

(4) 株式譲渡契約日

　　平成26年３月11日

(5) 今後の見通し

　　当該株式譲渡に伴い、株式会社マルマンコリアは当社の持分法適用関連会社から除外しております。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、円高是正や株価の上昇を背景に、輸出産業を中心として企業収

益の改善が進展しました。一方、海外では、欧米における景気が回復基調にあるものの、アジア地域では中国での高

額品に対する消費抑制政策や新興国経済の減速傾向などにより不確実性が増しております。

ゴルフ用品市場は、国内では消費税増税に伴う駆け込み需要などから一部改善が見られたものの、海外ではアジ

ア地域を中心として低調な状況が続いております。

また、健康食品市場は、市場規模は拡大傾向にあるものの、企業の新規参入に伴う市場競争が激しくなってお

り、厳しい経営環境下にあります。

このような経営環境の中、当社では、ゴルフ事業において新ブランドを立上げ、その育成に力を入れてまいりま

した。健康食品事業では、健康食品、禁煙パイポの他、電動歯ブラシ、目覚まし時計などの雑貨品の取り扱いも積極

的に進めてまいりました。

しかし、海外での販売不振などにより全体として売上が低迷した一方、円安による仕入コストの増加及び新ブラ

ンドの投入に伴う既存品の在庫整理等により原価率が大幅に悪化しました。

また、ゴルフ場運営事業において、固定資産の減損処理を行った結果、大幅な損失を計上しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が2,829百万円（前年同四半期比5.0％減）、営業損失が

527百万円（前年同四半期は営業損失149百万円）、経常損失は507百万円（前年同四半期は経常損失26百万円）、四

半期純損失は1,071百万円（前年同四半期は四半期純損失70百万円）となりました。

　当第２四半期連結累計期間のセグメントの業績は、次の通りであります。

　

（国内ゴルフ事業）

国内ゴルフ事業は、新ブランド「ゼータ」を投入し、全国での販売キャンペーンを展開して重点的な販売促進活

動を行いました。また、当社の主力ブランド、マジェスティシリーズの新商品「マジェスティプレステジオ The８

th」の４月発売を前に行った先行受注・販売で、好調な滑り出しとなりました。

しかし、一方で原材料費の高騰と既存商品に係る棚卸在庫の処分を行ったことで、製造コストが大幅に上昇しま

した。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が1,211百万円（前年同四半期比22.4％増）、営業損失が226百万円

（前年同四半期は営業損失128百万円）となりました。

　

（健康食品関連事業）

健康食品関連事業は、ダイエット系及び美容系新商品３点を重点商品として販売促進を行ってまいりました。ま

た、ドラッグストアのプライベート商品の獲得に力を入れるとともに、コンビニエンスストアを対象とした雑貨品の

導入も行ってまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が809百万円（前年同四半期比3.0％増）、営業利益が19百万円（前年

同四半期は営業損失19百万円）となりました。

　

（輸出関連事業）

輸出関連事業は、主要取引国である韓国、中国、台湾での販売が、市場環境の悪化等により低迷したこと、また

北米地区での販売が停止していることなどにより、売上は大幅に減少しました。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が632百万円（前年同四半期比41.3％減）、営業損失が295百万円（前

年同四半期は営業損失２百万円）となりました。

　

（ゴルフ場運営事業）

　ゴルフ場関連事業は、茨城県常陸太田市に「新・西山荘カントリー倶楽部」を保有し、ゴルフ場の運営を行ってお

ります。東日本大震災及び東京電力福島第一原発の事故発生以降、来場者数の減少が続いておりましたが、集客が

徐々に回復し、売上も回復傾向にあります。

　当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高が189百万円（前年同四半期比21.4％増）、営業損失が14百万円（前

年同四半期は営業損失14百万円）となりました。
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（2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ862百万円減少し、4,839百万円となりま

した。これは主に棚卸資産が207百万円増加したものの、固定資産に係る貸倒引当金が421百万円増加したほか、有形

固定資産の減損等による減少289百万円及び現金及び預金の減少225百万円等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ152百万円増加し、4,452百万円となりました。これは主に長期借入金が146百万

円減少したものの、支払手形及び買掛金が212百万円、固定負債のリース債務が62百万円増加したことなどによるも

のであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ1,015百万円減少し、386百万円となりました。これは主に為替換算調整勘定の

増加が70百万円に対し、四半期純損失を1,071百万円計上したことなどによるものであります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

19百万円減少し、258百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間において営業活動により使用した資金は、361百万円（前年同四半期は147百万円の使

用）となりました。主なプラス要因は貸倒引当金の増加419百万円、減損損失359百万円及び仕入債務の増加212百万

円等であり、主なマイナス要因は税金等調整前四半期純損失1,035百万円等であります。

　投資活動の結果獲得した資金は、504百万円（前年同四半期は212百万円の使用）となりました。主なプラス要因は

関係会社株式の売却による収入368百万円及び定期預金の払い戻しによる収入209百万円等であり、主なマイナス要因

は有形固定資産の取得による支出26百万円、差入保証金の差入による支出13百万円及び無形固定資産の取得による支

出12百万円等であります。

　財務活動の結果使用した資金は、164百万円（前年同四半期は347百万円の獲得）となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出146百万円があったことによるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、2,304千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動に重要な変更はありません。

　

（6）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、前連結会計年度において、営業損失及び経常損失を計上し、当期純損失については２期連続とな

りました。また、当第２四半期連結累計期間において業績の回復に努めたものの、営業損失、経常損失及び四半期純

損失を計上しております。このような状況により、継続企業の前提に関する重要な事象等が存在しておりますが、以

下の経営戦略及び改善策を実行することにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断して

おります。

①販売の回復と拡大

　・利益率の高い商品開発（基礎研究の充実、ライフサイクル損益管理、開発リードタイムの短縮）

　・新規取扱商品の拡大と充実した営業力及び販売ルートを背景とした積極的な市場導入

　・市場動向に合わせた開発・製造体制の確立

　・北米市場への再進出及び海外未取引地域の開拓

　・健康食品等のネット販売の拡大

　・ブランディング活動の促進等マーケティングの強化

②コスト削減

　・内製化率の向上と製造原価及び物流経費の削減

　・開発及び生産リードタイムの短縮と在庫削減

　・人件費その他固定費の削減

③資金調達

　・第三者割当等の資本の増強の検討

　・関係会社株式等、一部資産の売却の検討

　・取引先金融機関との良好な関係の維持
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,500,000

計 32,500,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,229,200 12,229,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

単元株式数100株

計 12,229,200 12,229,200 － －

　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年１月１

日～　

平成26年３月31日　

－ 12,229,200 － 1,196,492 － 762,130
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（６）【大株主の状況】

 平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ＣＯＳＭＯ＆Ｃｏｍｐａｎｙ
東京都港区愛宕２-５-１

愛宕グリーンヒルズ森タワー34階 
3,520 28.79

戸田　泉 東京都港区 2,437 19.93

許　京秀 東京都新宿区 1,604 13.12

パインクレスト・アセット・マネジメン

ト合同会社
東京都港区南麻布３-19-23　 995 8.14

ＭＩＺＵＨＯ ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ Ａ

ＳＩＡ　ＬＴＤ－ＣＬＩＥＮＴ Ａ／

Ｃ　６９２５６０１

（常任代理人　株式会社みずほコーポ

レート銀行決済営業部）　

１２ＴＨ　ＦＬＯＯＲ,　ＣＨＡＴＥ

Ｒ　ＨＯＵＳＥ,　８　ＣＯＮＮＡＵ

ＧＨＴ　ＲＯＡＤ,　ＣＥＮＴＲＡ

Ｌ,　ＨＯＮＧ　ＫＯＮＧ　

（東京都中央区月島４-16-13）

104 0.86

マルマン社員持株会 東京都千代田区外神田１-８-13 75 0.62

大西　一男 兵庫県神戸市北区 70 0.58

株式会社ＲＥＧＥＮＴＡＢＬＥＡＳＳＯ

ＣＩＡＴＥ
東京都目黒区下目黒５-11-17 63 0.52

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１-６-１ 57 0.47

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場１-２-10 42 0.35

計 － 8,971 73.36

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成26年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　 400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　12,227,600 122,276 －

単元未満株式 普通株式      1,200 － －

発行済株式総数 12,229,200 － －

総株主の議決権 － 122,276 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式25株が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成26年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

マルマン株式会社
東京都千代田区外神

田1-8-13
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

（注）上記のほか、当社所有の単元未満自己株式25株があります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年10月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について清和監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、清和監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成25年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 549,882 324,503

　 　 受取手形及び売掛金 1,345,587 1,197,169

　 　 商品及び製品 989,629 1,078,569

　 　 仕掛品 36,582 65,203

　 　 原材料及び貯蔵品 693,255 783,655

　 　 繰延税金資産 30,984 －

　 　 その他 353,481 200,571

　 　 貸倒引当金 △90,609 △88,189

　 　 流動資産合計 3,908,794 3,561,482

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物（純額） 239,628 166,814

　 　 　 土地 764,786 517,756

　 　 　 その他（純額） 61,549 91,994

　 　 　 有形固定資産合計 1,065,964 776,565

　 　 無形固定資産 11,373 20,313

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 117,893 121,605

　 　 　 固定化営業債権 578,694 578,694

　 　 　 長期未収入金 349,400 347,955

　 　 　 その他 125,168 304,335

　 　 　 貸倒引当金 △466,171 △887,829

　 　 　 投資その他の資産合計 704,984 464,760

　 　 固定資産合計 1,782,322 1,261,639

　 繰延資産 　 　

　 　 開業費 11,295 16,438

　 　 繰延資産合計 11,295 16,438

　 資産合計 5,702,413 4,839,560
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（単位：千円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成25年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年３月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 908,995 1,121,448

　 　 短期借入金 ※2　　917,782 ※2　　906,833

　 　 未払金 263,183 295,459

　 　 リース債務 6,094 20,836

　 　 未払法人税等 17,902 11,620

　 　 製品保証引当金 9,482 11,009

　 　 返品調整引当金 47,382 51,585

　 　 その他 66,606 63,915

　 　 流動負債合計 2,237,431 2,482,708

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 1,951,980 1,805,670

　 　 製品保証引当金 12,264 11,676

　 　 訴訟損失引当金 52,909 50,628

　 　 リース債務 3,986 66,662

　 　 資産除去債務 8,770 8,779

　 　 その他 32,574 26,742

　 　 固定負債合計 2,062,485 1,970,160

　 負債合計 4,299,916 4,452,868

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 1,196,492 1,196,492

　 　 資本剰余金 762,130 762,130

　 　 利益剰余金 △479,699 △1,564,509

　 　 自己株式 △160 △166

　 　 株主資本合計 1,478,763 393,947

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 12 29

　 　 繰延ヘッジ損益 1,720 －

　 　 為替換算調整勘定 △77,999 △7,284

　 　 その他の包括利益累計額合計 △76,267 △7,255

　 純資産合計 1,402,496 386,692

負債純資産合計 5,702,413 4,839,560
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

売上高 2,979,375 2,829,251

売上原価 1,785,243 1,926,671

売上総利益 1,194,131 902,579

販売費及び一般管理費 ※　　1,343,601 ※　　1,429,752

営業損失（△） △149,469 △527,172

営業外収益 　 　

　 受取利息 4,329 2,306

　 為替差益 130,525 3,711

　 デリバティブ解約益 － 11,342

　 負ののれん償却額 17,978 17,978

　 持分法による投資利益 2,391 38,537

　 賠償金収入 － 7,913

　 その他 49,221 4,279

　 営業外収益合計 204,446 86,068

営業外費用 　 　

　 支払利息 59,565 59,805

　 その他 21,434 6,103

　 営業外費用合計 80,999 65,909

経常損失（△） △26,022 △507,013

特別利益 　 　

　 関係会社株式売却益 － 283,362

　 受取補償金 25,000 －

　 その他 862 －

　 特別利益合計 25,862 283,362

特別損失 　 　

　 固定資産除却損 4,060 －

　 減損損失 － 359,908

　 損害賠償金 34,931 －

　 訴訟損失引当金繰入額 16,229 －

　 貸倒引当金繰入額 － 451,916

　 長期前払費用償却 2,474 －

　 特別損失合計 57,695 811,825

税金等調整前四半期純損失（△） △57,855 △1,035,476

法人税、住民税及び事業税 5,935 4,634

法人税等調整額 7,012 30,984

法人税等合計 12,947 35,618

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △70,803 △1,071,094

四半期純損失（△） △70,803 △1,071,094
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △70,803 △1,071,094

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 △1 17

　 繰延ヘッジ損益 57,805 △1,720

　 為替換算調整勘定 502 △7,879

　 持分法適用会社に対する持分相当額 64,366 78,594

　 その他の包括利益合計 122,672 69,012

四半期包括利益 51,869 △1,002,082

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 51,869 △1,002,082

　 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純損失（△） △57,855 △1,035,476

　 減価償却費 39,119 40,440

　 減損損失 － 359,908

　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,080 419,238

　 製品保証引当金の増減額（△は減少） △2,679 938

　 受取利息及び受取配当金 △4,329 △2,306

　 支払利息 59,565 59,805

　 手形売却損 － 1,823

　 負ののれん償却額 △17,978 △17,978

　 開業費償却額 1,411 1,756

　 受取補償金 △25,000 －

　 損害賠償損失 34,931 －

　 為替差損益（△は益） △7,470 △2,190

　 持分法による投資損益（△は益） △2,391 △38,537

　 持分法による未実現利益の増減額 11,452 10,327

　 有形固定資産除却損 4,060 －

　 返品調整引当金の増減額（△は減少） △6,543 4,202

　 支払手数料 － 2,297

　 訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 16,229 △2,280

　 売上債権の増減額（△は増加） △188,580 146,628

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 120,068 △207,959

　 前払費用の増減額（△は増加） 4,702 18,148

　 未収入金の増減額（△は増加） △43,457 △25,013

　 仕入債務の増減額（△は減少） △128,839 212,421

　 関係会社株式売却損益（△は益） － 283,362

　 未払金の増減額（△は減少） 141,977 36,453

　 未払消費税等の増減額（△は減少） △2,383 1,210

　
未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
439 788

　 その他の資産・負債の増減額 △4,609 4,361

　 小計 △73,241 △294,352

　 利息及び配当金の受取額 430 186

　 利息の支払額 △55,085 △54,752

　 補償金の受取額 25,000 －

　 損害賠償金の支払額 △34,931 －

　 法人税等の支払額 △10,059 △12,716

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △147,887 △361,634
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（単位：千円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △17,245 △26,322

　 無形固定資産の取得による支出 △497 △12,784

　 投資有価証券の取得による支出 △58 △76

　 保険積立金の積立による支出 △480 △480

　 貸付けによる支出 － △7,355

　 貸付金の回収による収入 － 837

　 定期預金の預入による支出 △215,600 △6,500

　 定期預金の払戻による収入 16,000 209,301

　 差入保証金の差入による支出 152 △13,774

　 差入保証金の回収による収入 5,168 371

　 関係会社株式の売却による収入 － 368,220

　 繰延資産の取得による支出 － △6,900

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △212,560 504,536

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入金の純増減額（△は減少） 550,000 △10,949

　 長期借入金の返済による支出 △146,310 △146,310

　 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,554 △7,404

　 自己株式の取得による支出 － △5

　 配当金の支払額 △52,529 －

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 347,606 △164,670

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,043 2,190

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,797 △19,577

現金及び現金同等物の期首残高 667,120 278,049

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　　663,322 ※　　258,472
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第２四半期連結会計期間において、持分法適用関連会社であった株式会社マルマンコリアは、当社が保有する

同社の株式の一部を譲渡したことに伴い、持分法適用関連会社から除外しております。

　

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

  

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　１　受取手形割引高　

　
前連結会計年度

（平成25年９月30日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年３月31日）

　受取手形割引高 101,478千円　 91,673千円　

　

　　※２　借入金のうち次の金額には、主に下記内容の財務制限条項が付されております。　

　
前連結会計年度

（平成25年９月30日）

当第２四半期連結会計期間

（平成26年３月31日）

　短期借入金 500,000千円　 300,000千円　

　　　　　（注）主な財務制限：各年度の単体または連結の経常損益が、損失とならないようにすることとし、いずれか

が２期連続して損失となった場合、期限の利益を喪失するおそれがあります。　

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次の通りであります。　

　

前第２四半期連結累計期間

（自　平成24年10月１日

　　至　平成25年３月31日）　

当第２四半期連結累計期間

（自　平成25年10月１日

　　至　平成26年３月31日）　

　給与手当 428,126千円　 420,991千円　

　運賃荷造費 102,030千円　 129,944千円　

　販売促進費 213,788千円　 210,384千円　

　貸倒引当金繰入額 3,874千円　 △2,414千円　

　製品保証引当金繰入額 1,226千円　 5,498千円　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

通りであります。

　

前第２四半期連結累計期間

（自　平成24年10月１日

　　至　平成25年３月31日）　

当第２四半期連結累計期間

（自　平成25年10月１日

　　至　平成26年３月31日）　

　現金及び預金勘定 904,523千円　 324,503千円　

　預入期間が３か月を超える定期預金 △241,200千円　 △66,030千円　

　現金及び現金同等物 663,322千円　 258,472千円　

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年10月１日　至　平成25年３月31日）

　　配当に関する事項

　　 （決議）　　 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成24年11月12日　

取締役会　
普通株式 53　 利益剰余金 5　 平成24年９月30日 平成24年12月25日

 　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年10月１日　至　平成26年３月31日）

　　配当に関する事項

　　　該当事項はありません。　

 　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年10月１日　至平成25年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

国内ゴルフ

事業　

健康食品

関連事業

輸出関連

事業　

ゴルフ場

運営事業
計

売上高　

　外部顧客への売上高

　

985,318
　785,801

　

1,076,848
　156,328

　

3,004,297

　　

△24,922

　

2,979,375

セグメント間の内部売上

高又は振替高
　4,467 　－ 　－ 　－ 　4,467 △4,467 　－

計 989,786 785,801 1,076,848 156,328 3,008,765 △29,389 2,979,375

セグメント利益及び損失

（△）
△128,957

△19,318

　
　△2,637 △14,847 △165,761 16,291 △149,469

（注）１　セグメント利益及び損失の調整額16,291千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２　セグメント利益及び損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に関する重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年10月１日　至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

国内ゴルフ

事業　

健康食品

関連事業

輸出関連

事業　

ゴルフ場

運営事業
計

売上高　

　外部顧客への売上高

　

1,208,271
　809,162

　

632,321
　189,822

　

2,839,578

　　

△10,327

　

2,829,251

セグメント間の内部売上

高又は振替高
　3,552 　－ 　－ 　－ 　3,552 △3,552 　－

計 1,211,824 809,162 632,321 189,822 2,843,131 △13,879 2,829,251

セグメント利益及び損失

（△）
△226,521 19,757　 △295,545 △14,536 △516,845 △10,327 △527,172

（注）１　セグメント利益及び損失の調整額△10,327千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２　セグメント利益及び損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に関する重要な減損損失）

　「ゴルフ場運営事業」セグメントにおいて、減損損失を計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額

は、当第２四半期連結累計期間においては、359,908千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれんの発生益）

　該当事項はありません。

　　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成25年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年10月１日
至　平成26年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △6円61銭 △87円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △70,212 △1,071,094

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）

（千円）
△70,212 △1,071,094

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,624 12,228

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　当社は、保有資産の効率的運用を図るため、保有する投資有価証券の一部を平成26年４月に売却いたしまし

た。　

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年10月31日

マルマン株式会社

取締役会　御中

清和監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川田　増三　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 江黒　崇史　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルマン株式会

社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年１月１日から平成

26年３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年10月１日から平成26年３月31日まで)に係る訂正後の四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルマン株式会社及び連結子会社の平成26年３月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

重要な後発事象に記載されている通り、会社は保有資産の効率的運用を図るため、保有する投資有価証券の一部を平

成26年４月に売却している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成26年５月14日に四半期レビュー報告書を提出した。

　

利害関係
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会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　以　上
　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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